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佐久市教育振興基本計画（案）概要 0309 

第Ⅰ章 計画策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨 

国や長野県の教育振興基本計画を踏まえ、佐久市の教育施策を総合的、体系的に位置づけるために策定 

２ 計画の位置づけ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※以下の計画において教育施策に関わる部分 
「佐久市環境基本計画」、「第二次佐久市部落差別撤廃と人権擁護に関する総合計画」、 
「佐久市健康づくり 21計画」、「佐久市食育推進計画」、「世界最高健康都市構想」、 
「佐久市農・商・工連携地産地消推進プラン」、「佐久市子ども・子育て支援事業計画」 
「第２次佐久市男女共同参画プラン」 

３ 計画の期間 

平成２８年度から平成３３年度までの６カ年 

 

第Ⅱ章 教育の現状 

１ 国・県の状況 

２ 佐久市の状況 

（１）学校教育の状況 

ア 就学前教育の状況  イ 小中学校児童生徒数の推移  ウ 小中学生の学力の状況  エ 小中学生の体力の状況 

オ 小中学生の心の育ちの状況 カ 学校教育施設の状況  キ 高等学校、高等教育の状況 

（２）社会教育の状況 

ア 生涯学習の状況  イ 図書館の状況  ウ 青尐年健全育成の状況  エ 公民館の状況 

オ 文化芸術の状況  カ 文化財の状況  キ スポーツ活動の状況    ク 人権同和教育の状況 

第Ⅲ章 佐久市教育の基本的な考え方について 

基本理念 （教育大綱における基本理念） 

 

 

 【実践プラン】   「コスモスプラン ～読むこと・書くこと・行うこと～」 

目指す方向と基本目標 

１ 学校教育 

目指す子ども像 

基本目標  

（１） 就学前教育の推進 

（２） 確かな学力を身に付けた子どもの育成 

（３） 認め合い支え合える、心豊かな子どもの育成 

（４） 心身の健康づくりの推進 

（５） 多様な子どもの学習機会の保障 

（６） 国際感覚を身につけ、グローバル化社会に対応できる子どもの育成 

（７） 地域を知り、地域を愛する子どもの育成 

（８） 望ましい学習環境の整備 

２ 社会教育 

目指す市民像 

基本目標 

（１） 生涯にわたる多様な学習機会の提供と学習環境の整備 

（２） 家庭・学校・地域・行政・関係団体等が一体となった青尐年の健全育成・人材育成の推進  

（３） 地域公民館などの利用促進と生涯学習指導者の確保・育成  

（４） 文化・芸術・スポーツ活動の支援と振興 

（５） 人権尊重のまちづくりの推進 

第Ⅳ章 基本計画 

 

 

第Ⅴ章 計画の実現に向けて 

１ 計画の推進体制 

２ 計画の進行管理 

・第Ⅲ章の基本目標に応じた現状と課題及び 

今後の主な取組（施策）、数値目標を記載 

・主な施策等は次ページ以降 

教育基本方針（教育要覧）をベースに構成 

各項目における大まかな現状及び合併以降の児童生徒数の推

移、文化施設の利用者数等のデータを掲載 

第二次佐久市総合計画前期基本計画（平成２９年度～３３年度）の終期と整合 

●長野県教育振興基本計画 

●国教育振興基本計画 

整
合 

第一次佐久市総合計画 
「たくましく心豊かな人材育成と地域文化の保存・継承と発祥」 

教育分野の計画 

佐久市教育振興基本計画 

佐久市教育大綱 市長部局の各種計画（教育関係施策）※ 

教育基本方針 [教育要覧] 

佐久市学校教育の目指す方向 

佐久市生涯学習基本構想・基本計画 

佐久市子ども読書活動推進計画 

佐久市文化振興計画 

佐久市スポーツ推進計画（仮）  

（平成 28 年度策定予定） 

夢や希望をもって輝き、ともに生きる子ども 
 

生涯にわたって学び続け、互いに支え合い高め合う市民 

参酌 

教育基本方針（教育要覧）をベースに構成 
 

生涯にわたり主体的、創造的に学び、 

生きる力を育む人づくり、まちづくり 

 

コスモスプラン 

計画の推進のための関係機関等の連携や、PDCA サイ

クルの考え方を基本とした進行管理について記載 

資料２ 



・ 幼稚園・保育園の認定こども園への移行促進
・ 幼・保・小の連携体制の強化
・ 幼児教育に係る保護者の経済的負担の軽減等の検討

・ 保護者支援のための関係機関の連携強化
・ 基本的生活習慣の向上に関する家庭への支援

・ 児童生徒が意欲を持ち、共に学び合う授業づくりの推進
・ 学力検査に基づく課題把揜と授業改善
・ 学校支援ボランティア等、地域の教育力の活用
・ 尐人数指導、チームティーチングの推進
・ 理科支援員の配置など、魅力ある授業づくりの推進

・ 基礎的な知識技能の習得と思考力・判断力・表現力などの能力の育成
・ 「子どもが主体となる授業づくり」の推進
・ 家庭と連携した読書習慣の定着

・ 環境教育や自然とのふれあい活動の推進
・ 環境エネルギー施設の見学や、地球温暖化防止家研修会の実施

・ 発達段階に応じたキャリア教育の推進
・ 児童生徒の個々の状況に合った進路指導の実施

・ 中学校区教育推進委員会を軸とした小中学校間の情報交換等の促進
・ スムーズな中学進学のための中学校見学等の推進

・ 県立高等学校再編の動向の注視と地域の高等学校が活性化していくための協力
・ 小中・高連携の推進
・ 地域の高等教育機関との連携による学習機会の拡充

・ 家庭と学校が連携した取組の推進
・ 自ら計画して進める学習習慣の定着推進

・ 保護者を含めた人権研修会の実施
・ 教職員の人権意識高揚と児童生徒、保護者の相談支援体制の充実

・ 発達段階に応じた道徳教育の推進
・ 学校の全教育活動を通じ、児童生徒の豊かな心を育む取り組みの推進

・ ＳＭＡ、チャレンジ教室等関係機関の連携による効果的な施策の実施
・ 各種相談窓口の周知徹底
・ 各学校の教職員の情報共有や研修の充実

・ 学校への情報提供による健康教育の充実
・ 多様化する健康課題に対応するため、関係機関の連携強化
・ 児童生徒の悩み相談窓口の周知
・ 自殺予防対策の推進

・ 一校一運動の推進
・ 学校体育、部活動における指導者の資質向上に向けた取り組みの推進

・ 学校給食の安定かつ効率的な運営
・ アレルギー対応食の安全、確実な提供
・ 地産地消の推進と地域で獲れた食材の学校給食への利用促進
・ 食の大切さを実感できる食育の推進

・ 適正な就学支援と相談体制等の改善
・ 幼・保・小・中学校等、関係機関の連携による個々の教育的ニーズに応じた支援
・ 発達障害児（者）支援担当者会議を通じた発達障がい児施策の実施
・ 特別支援教育支援員の資質向上のための研修機会の充実

・ 就学援助費、大工原朝代記念基金就学等支援金等による支援
・ 佐久市奨学金の安定かつ円滑な運営

・ ＡＬＴや地域英語ボランティアの活用による英語教育体制の充実
・ 中学生海外研修等の実施による異文化に触れる機会の拡充
・ 自国文化等の学習による自国をアピールできるコミュニケーション能力の育成

・ 児童生徒が積極的かつ主体的に情報を活用できる知識技能の習得の促進
・ ＩＣＴを活用した授業実施のための教職員研修の充実
・ 子どものメディア利用についての保護者、学校、地域等の連携促進

・ 地域との連携による特色ある郷土教育の推進
・ 「佐久の先人」、「ゆめ花さくし」等の独自教材による郷土理解の促進
・ 各学校が教材化した資料を学校間で共有する取り組みの推進

・ 学校評価等の公表を通じた学校・家庭・地域が連携した学校づくりの推進
・ 全小中学校における信州型コミュニティスクールの立ち上げと運用の支援

・ 岩村田小学校の全面改築事業の推進
・ 臼田地区新小学校の施設整備の計画的な推進
・ 効率的で良好な学校施設の整備と適正な学校配置の在り方の検討

・ 児童生徒の交通事故削減に向けた交通安全教育の充実
・ 佐久市通学路安全プログラムに基づいた通学路等の改善
・ 見守り隊等、地域で児童生徒を見守る体制づくりの推進
・ 自然災害等に対する適切な対応

（８）望ましい
　　　　　　学習環境の整備 イ　安全確保対策の推進

ア　学校教育施設・環境の充実

ア　特別支援教育の推進
（５）多様な子どもの
　　　　　　学習機会の保障

イ　就学援助等の推進　コスモスプラン
～読むこと・書くこと・
　　　　　　　　行うこと～

（６）国際感覚を身に付け、
　　 グローバル化社会に
　　対応できる子どもの育成

ア　英語教育と
　　　　　　　国際理解教育の推進

イ　情報教育の推進

（７）地域を知り、地域を
　　　　愛する子どもの育成

ア　郷土教育の推進

イ　地域と連携した教育の推進

　　実 践 プ ラ ン

ア　健康対策の推進

（４）心身の健康づくりの推進 イ　体力・運動能力の向上

ウ　学校給食と食育の充実

ウ　いじめ、不登校対策の推進

佐久市教育振興基本計画の体系図　（学校教育）

基 本 理 念 目 指 す 子 ど も 像 ――――――　基　本　目　標　―――――― ――――――――――――――――――――――――　主　な　施　策　――――――――――――――――――――――――

カ　高校教育、高等教育との連携
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（１）就学前教育の推進
ア　幼児教育の充実

イ　家庭教育の充実

ア　学習指導の充実

イ　学習意欲の向上と
　　　　　　　　　　学習習慣の確立

（２）確かな学力を身に
　　　付けた子どもの育成 ウ　環境教育の推進

エ　進路指導とキャリア教育の推進

（３）認め合い支え合える、
　　　　心豊かな子どもの
　　　　　　　　　　　　　育成

ア　人権教育の推進

イ　道徳教育の推進

キ　家庭との連携

オ　小中連携の推進
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佐久市民がそれぞれの場で実践 
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コスモスプラン 
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ア　青少年の健全育成
・ 地域における育成会活動と補導活動の実施
・ 各活動の情報提供の充実
・ ジュニアリーダー研修の実施

オ　東京オリンピック・パラリンピック
　　　　　　　　　　　　　　開催に係る取組

・ 友好都市・姉妹都市への合宿誘致活動の推進
・ 事前トレーニング候補地ガイドへの登録
・ 国外における合宿誘致活動の実施
・ エストニア共和国とのホストタウン交流計画の実施

ウ　文化財の保護・継承と活用

・ 文化財保護に対する関心を高揚するため、所有者等へ定期的な状況調査等を実施
・ 文化財を後世に伝えるための所有者、管理者、保存会への支援の継続
・ 市有財産の適正な管理と市民公開の実施
・ 発掘調査体験や小中学校授業での活用等、文化財に触れる機会の提供

イ　文化施設の運営・充実

・ 文化施設間の情報共有と共同企画事業の実施
・ 施設の特性を生かした展覧会や講座の充実
・ 施設の計画的な改修等による文化芸術にふさわしい環境の整備
・ 収蔵品の活用を図るため、専門性の高い職員の育成

ア　文化芸術活動の促進

・ 「佐久市文化振興計画」に基づく芸術・文化事業の実施
・ 文化振興基金運用益を活用した魅力的な公演等の開催
・ 小学６年生を対象とした芸術鑑賞会の開催と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童・青尐年が舞台芸術にふれる機会の拡充
・ 芸術文化活動団体が行うコンサートや展覧会等への支援
・ 比田井天来・小琴顕彰佐久全国臨書展の充実
・ 「佐久の先人」の業績を市内外に広く紹介

ウ　生涯学習リーダーバンクの活用
・ 専門的な知識を有する方の佐久市生涯学習リーダーバンクへの登録の推進
・ 学習に指導や助言を望むより多くの市民への制度周知

佐久市教育振興基本計画の体系図　（社会教育）

基 本 理 念 目 指 す 市 民 像 ――――――　基　本　目　標　―――――― ――――――――――――――――――――――――　主　な　施　策　――――――――――――――――――――――――

　コスモスプラン
～読むこと・書くこと・
　　　　　　　　行うこと～

（５）人権尊重の
　　　　　　まちづくりの推進
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（１）生涯にわたる多様な
　　　  学習機会の提供と
　　　　　　　学習環境の整備

（３）地域公民館などの利用
     促進と生涯学習指導者
　　　　　　　　　の確保・育成

（４）文化・芸術・スポーツ
　　　　　　活動の支援と振興

（２）家庭・学校・地域・行政・関係
     団体等が一体となった青少年
　　  の健全育成・人材育成の推進

　　実 践 プ ラ ン

・ 家庭・地域・企業における人権同和教育等の実施による人権意識の高揚

・ 「佐久市生涯学習基本構想・基本計画」に沿った事業の検証と改善
・ 生涯学習関連情報の集約と提供

イ　図書館サービスの充実

・ 利用者ニーズ等に応じた選書
・ 図書館職員の資質向上と地域資料の収集保存等社会全体への効用の向上
・ 市民の読書活動と図書館利用の推進に向け
　　　　　　　　「第２次子ども読書活動推進計画」や読書通帳の利用拡大等の取組
・ 移動図書館車の継続的な運用改善
・ 中央図書館の老朽化に伴う多様な整備方法の検討

ア　公民館事業の充実
・ 地域公民館事業の活性化
・ 地域づくりや学習グループ化等、多様に発展していける講座の実施
・ 地域課題多くの市民が興味を持てる講座の計画

ア　生涯学習の推進

ア　人権尊重のまちづくりの推進

・ 体育施設の適切な維持管理と計画的な整備、機能の充実
・ 佐久総合運動公園におけるハーフマラソン大会等スポーツイベントの実施
・ インターネット等による体育施設予約システムの利用拡大
・ 体育施設の利用者の尐ない時間帯のスポーツ教室等による有効活用
・ 体育施設の管理運営に関する民間団体との連携・協働

カ　体育施設の運営・充実

エ　生涯スポーツの促進

・ 市民のスポーツへの意欲や関わりを把握するためのアンケート調査の実施
・ 多くの市民が参加できるよう、各種スポーツ大会の開催内容の見直し
・ 総合型地域スポーツクラブの育成と環境づくりを図るため、大会や教室を委託
・ 指導者育成や補助金交付によるスポーツ尐年団の活動支援
・ 全国規模の大会に出場する選手の育成と指導体制づくり
・ トップアスリートによる試合や合宿の誘致

イ　青少年の人材育成
・ 友好都市との子ども交流研修の実施
・ 銀河連邦子ども留学交流の実施

イ　公民館施設の整備
・ 浅間会館及び中込会館の施設整備の実施
・ 必要な維持修繕の実施と、今後の最適な維持整備方法の検討
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